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新
議
長
あ
い
さ
つ

住民の負託に応えます新しい議会体制で 住民の負託に応えます新しい議会体制で 住民の負託に応えます新しい議会体制で
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５月10日

初　議　会
５月12日

第3回臨時会第3回臨時会

初　議　会

　第
３
回
日
南
町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
日
南
町
議

会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
前
期
４
年
間
、
議
員
各
位

を
は
じ
め
執
行
部
そ
し
て
何
よ
り
も
町
民
の
皆
様
の
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
議
長
職
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
期
も
議
会
の
３
つ
の
機
能
と
し
て
の
監
視
機
能
・
政

策
立
案
機
能
・
民
意
吸
収
機
能
の
充
実
に
よ
り
一
層
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
の
重
要
課
題
と
し
て
日
南
病
院
の
改
築
。
園
児
数

が
10
名
以
下
に
な
っ
た
認
定
こ
ど
も
園
石
見
分
園
と
山
の

上
分
園
を
含
め
た
認
定
こ
ど
も
園
の
あ
り
方
。
道
の
駅
周

辺
の
中
心
地
域
整
備
構
想
の
再
検
討
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　医
療
施
設
と
し
て
の
日
南
病
院
、
教
育
施
設
と
し
て
の

認
定
こ
ど
も
園
や
中
学
校
、
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
構
想

の
中
心
と
な
る
太
田
原
周
辺
の
整
備
な
ど
日
南
町
の
10
年

20
年
先
の
姿
が
決
ま
っ
て
い
く
重
要
な
任
期
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
農
林
業
の
振
興
な
ど
多
く
の
課
題
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
課
題
解
決
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　何
卒
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
と
は

　議
会
で
取
り
扱
う
案
件
は
多

種
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
専
門
的
、
能
率
的
に
審
査
・

調
査
す
る
た
め
に
常
任
委
員
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

　日
南
町
議
会
で
は
３
つ
の
常

任
委
員
会
が
あ
り
、
委
員
の
数

は
そ
れ
ぞ
れ
６
人
で
任
期
は
２

年
で
す
。
な
お
、
議
長
は
ど
の
常

任
委
員
会
に
も
所
属
し
ま
せ
ん
。

議
会
運
営
委
員
会
と
は

　議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
、
会
期
や
議
案

の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。
ま
た
、
議
会
に
関

す
る
条
例
や
規
則
に
関
す
る
こ

と
な
ど
議
長
の
諮
問
的
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
委
員
の
数
は

５
人
で
任
期
は
２
年
で
す
。

　
　議
会
運
営
委
員
会

　委

員

長

　
　岩
﨑
　昭
男

　副
委
員
長

　
　大
西

　
　保

　
　〃

　
　
　
　久
代

　安
敏

　
　〃

　
　
　
　櫃
田

　洋
一

　
　〃

　
　
　
　近
藤

　仁
志

西
部
広
域
行
政

　
　
　
　
　管
理
組
合
議
会

　議

　
　員

　
　山
本

　芳
昭

鳥
取
県
後
期
高
齢
者

　
　
　医
療
広
域
連
合
議
会

　議

　
　員

　
　山
本

　芳
昭

江
府
町
日
野
町
日
南
町

　
　
　

 

衛
生
施
設
組
合
議
会

　議

　
　員

　
　大
西

　
　保

　
　〃

　
　
　
　岩
﨑
　昭
男

　
　〃

　
　
　
　岡
本

　健
三

　一
般
選
挙
後
の
臨
時
会
︵
初
議
会
︶
が
、
５
月
12
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　最
年
長
議
員
で
あ
る
荒
金
敏
江
議
員
が
臨
時
議
長
を
務
め
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結
果
、

山
本
芳
昭
議
員
が
７
票
を
獲
得
し
当
選
し
ま
し
た
。

　

　山
本
新
議
長
に
よ
り
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
近
藤
仁
志
議
員
が
７
票
を
獲
得
し
当
選
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
常
任
委
員
お
よ
び
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
し
い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
南
町
議
会
の
新
体
制

○
財
産
の
取
得

除
雪
ド
ー
ザ
８
ト
ン
級
１
台
購
入

契
約
相
手
方

　コ
マ
ツ
山
陰(

株)

米
子
支
店

契
約
金
額

　１
６
，
２
８
０
，
０
０
０
円

︵
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込 )

議
決
し
た
議
案

山本　芳昭 議長近藤　仁志 副議長

令和５年５月12日に開かれた改選後初めての臨時会

　
　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　委

員

長

　
　大
西

　
　保

　副
委
員
長

　
　岩
﨑
　昭
男

　委

　
　員

　
　荒
木

　
　博

　
　〃

　
　
　
　荒
金

　敏
江

　
　〃

　
　
　
　岡
本

　健
三

　
　〃

　
　
　
　櫃
田

　洋
一

　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　委

員

長

　
　櫃
田

　洋
一

　副
委
員
長

　
　荒
木

　
　博

　委

　
　員

　
　高
橋

　洋
志

　
　〃

　
　
　
　久
代

　安
敏

　
　〃

　
　
　
　岡
本

　健
三

　
　〃

　
　
　
　近
藤

　仁
志

　委

員

長

　
　久
代

　安
敏

　副
委
員
長

　
　高
橋

　洋
志

　
　〃

　
　
　
　荒
金

　敏
江

　
　〃

　
　
　
　岩
﨑
　昭
男

　
　〃

　
　
　
　大
西

　
　保

　
　〃

　
　
　
　近
藤

　仁
志

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

全
員
一
致
で
承
認
・
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
の
承
認

・
日
南
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正・
日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
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○
日
南
町
職
員
の
早
期
退
職
希

望
者
の
募
集
及
び
認
定
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

○
民
生
一
般
管
理
事
務

　２
８
３
５
万
円

　価
格
高
騰
に
か
か
る
国
の
緊

急
支
援
策
と
し
て
の
交
付
金

○
予
防
衛
生
一
般
事
業

　１
９
６
１
万
円

　今
年
度
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
か
か
る
経
費

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

○
医
業
外
費
用

　２
６
２
万
円

　再
任
用
に
関
す
る
訴
訟
の
賠

償
金

人
事
案
件

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
　米
積

　真
紀
︵
下
石
見
︶

︵
任
期
は
令
和
８
年
５
月
13
日
迄 )

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
あ
た
り
議
会
の
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　後
藤

　厚
見
︵
上
石
見
︶

︵
任
期
は
令
和
８
年
６
月
30
日
迄 )

○
監
査
委
員
の
選
任
同
意
︵
議
員

　選
出
︶

　
　荒
木

　
　博

︵
任
期
は
令
和
９
年
４
月
29
日
迄 )
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か
る
経
費

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

○
医
業
外
費
用

　２
６
２
万
円

　再
任
用
に
関
す
る
訴
訟
の
賠

償
金

人
事
案
件

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
　米
積

　真
紀
︵
下
石
見
︶

︵
任
期
は
令
和
８
年
５
月
13
日
迄 )

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
あ
た
り
議
会
の
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　後
藤

　厚
見
︵
上
石
見
︶

︵
任
期
は
令
和
８
年
６
月
30
日
迄 )

○
監
査
委
員
の
選
任
同
意
︵
議
員

　選
出
︶

　
　荒
木

　
　博

︵
任
期
は
令
和
９
年
４
月
29
日
迄 )
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３月定例会
３月２日〜３月24日(23日間)

３月定例会

一般会計予算69億1911万円 （対前年度 1億2882万円増）

　日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　町
長
の
令
和
５
年
度
施
政
方
針
を
受
け
た
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
２
日
間
に
わ
た
り
町
政
運

営
に
対
し
、
課
題
や
方
向
性
な
ど
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
副
町
長
の
選
任
、
日
南
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正

予
算
、
令
和
５
年
度
各
会
計
当
初
予
算
な
ど
全
35
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
は
、
議
長
を
除
く
９
人
の
議
員
で
構
成
す
る
﹁
予
算
審
査
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
、
担
当
課
か
ら
詳

し
く
説
明
を
受
け
る
な
ど
深
く
審
議
し
た
う
え
で
、
審
査
意
見
を
付
し
て
本
会
議
に
提
出
し
最
終
日
に
可
決
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
審
査
報
告
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

５年度
予算

令和

副
町
長
の
選
任

　地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
副
町
長

の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て
投
票
が
行
わ

れ
、
角
井
学
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　任
期
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

日
南
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正

　企
画
課
の
名
称
を
地
域
づ
く
り
推

進
課
に
改
め
る
。

　人
権
セ
ン
タ
ー
の
所
管
を
教
育
委

員
会
に
移
管
す
る
。

　住
民
課
の
事
務
分
掌
に
児
童
手
当

制
度
、
特
別
医
療
費
助
成
制
度
に
関

す
る
こ
と
を
追
加
。

議
決
し
た
主
な
議
案

　中村町長は共創と協働の考えを大事にし、試行錯誤しながらも地方

創生に挑戦し続ける決意のもと、令和５年度予算編成にあたり、①町

民の安心安全 ②地方創生とSDGsの推進に向けた取り組み ③日南町

DXの推進 ④グリーン社会の実現に向けた取り組み ⑤財源の確保 

⑥より良い行政サービスの提供 ⑦社会情勢とニーズに対応した事務

事業の再編 の７項目を、将来希望の持てる町となる予算として方針

を示された。

芝生化事業始まる癒しの空間を創出 芝生化事業始まる

ここに注目 令和５年度 当初予算の主な事業

子どもからお年寄りまで誰でも安心して活用でき、
癒しの場となる空間を創出する

にちなん十色園庭、文化センター
野外ステージ芝生化事業

4078万円

722万円

病院改築基本構想及び基本計画策定支援業務

病院改築に際し、基本構想報告書（兼、経営強化
プラン）をまとめ、基本計画の策定へと病院改築
事業を進める。また、町長の諮問機関として「あ
り方検討委員会」を立ち上げる

携帯電話等エリア整備事業

町内の携帯電話不感地域解消のため、基地局整備を
行う

3600万円

生山駅・上石見駅開業100周年記念事業

生山・上石見両駅が開業100周年を迎えるにあたり、
両駅を絡めたりJRを活用したイベントを実施

250万円

会　計

合　計

金　額 前年度比較

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業会計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

再生可能エネルギー
発 電 事 業 特 別 会 計

鳥取県西部町村情報公開・
個人情報保護審査会特別会計

69億1910万8千円

6億3570万3千円

9億3467万2千円

5666万4千円

1億507万3千円

1915万3千円

51万8千円

2億4260万2千円

2億5892万6千円

14億2376万3千円

105億9618万2千円

1億2881万7千円

1601万1千円

3518万4千円

△165万8千円

27万8千円

713万8千円

51万8千円

△300万8千円

508万2千円

6276万5千円

2億5112万7千円

令和５年度　会計別当初予算額

日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　健
康
保
険
法
及
び
、
健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
出
産
一
時
金
の
支
給
額

﹁
４
０
８
，０
０
０
円
﹂
を
﹁
４
８
８
，０
０
０
円
﹂

と
す
る
。

日
南
町
消
防
条
例
の
一
部
改
正

　団
員
の
任
用
要
件
に
勤
務
地
要
件
を
加
え
本

町
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
に
、
年
齢
要
件
も
定

年
条
項
を
廃
し
18
歳
以
上
に
改
正

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　国
土
調
査
事
業

　業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
３
０
９
万
円

　国
の
補
正
を
踏
ま
え
事
業
費
の
増
額

　
　３
地
区

　１
・
67
㎢

　道
路
維
持
管
理
事
業

　除
雪
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　４
４
１
０
万
円

　町
道
・
生
活
道
及
び
県
道
除
雪
委
託
の
実
施

見
込
み
の
増
額

　商
工
総
務
一
般
管
理
事
務

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　４
２
０
０
万
円

　た
っ
た
も
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
付
与
町
内
経
済

活
性
化
事
業

︵
４
，２
０
０
名×

１
０
，０
０
０
ポ
イ
ン
ト
︶

　財
政
管
理
事
務

令
和
３
年
度
純
繰
越
金
の
２
分
の
１
を
積
み
立

て
る
も
の
。

　公
共
施
設
等
建
設
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
億
１
０
６
４
万
円

　財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　８
７
５
０
万
円

角井 学 副町長
かくい まなぶ
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３月定例会

一般会計予算69億1911万円 （対前年度 1億2882万円増）

　日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　町
長
の
令
和
５
年
度
施
政
方
針
を
受
け
た
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
２
日
間
に
わ
た
り
町
政
運

営
に
対
し
、
課
題
や
方
向
性
な
ど
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
副
町
長
の
選
任
、
日
南
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正

予
算
、
令
和
５
年
度
各
会
計
当
初
予
算
な
ど
全
35
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
は
、
議
長
を
除
く
９
人
の
議
員
で
構
成
す
る
﹁
予
算
審
査
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
、
担
当
課
か
ら
詳

し
く
説
明
を
受
け
る
な
ど
深
く
審
議
し
た
う
え
で
、
審
査
意
見
を
付
し
て
本
会
議
に
提
出
し
最
終
日
に
可
決
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
審
査
報
告
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

５年度
予算

令和

副
町
長
の
選
任

　地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
副
町
長

の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て
投
票
が
行
わ

れ
、
角
井
学
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　任
期
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

日
南
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正

　企
画
課
の
名
称
を
地
域
づ
く
り
推

進
課
に
改
め
る
。

　人
権
セ
ン
タ
ー
の
所
管
を
教
育
委

員
会
に
移
管
す
る
。

　住
民
課
の
事
務
分
掌
に
児
童
手
当

制
度
、
特
別
医
療
費
助
成
制
度
に
関

す
る
こ
と
を
追
加
。

議
決
し
た
主
な
議
案

　中村町長は共創と協働の考えを大事にし、試行錯誤しながらも地方

創生に挑戦し続ける決意のもと、令和５年度予算編成にあたり、①町

民の安心安全 ②地方創生とSDGsの推進に向けた取り組み ③日南町

DXの推進 ④グリーン社会の実現に向けた取り組み ⑤財源の確保 

⑥より良い行政サービスの提供 ⑦社会情勢とニーズに対応した事務

事業の再編 の７項目を、将来希望の持てる町となる予算として方針

を示された。

芝生化事業始まる癒しの空間を創出 芝生化事業始まる

ここに注目 令和５年度 当初予算の主な事業

子どもからお年寄りまで誰でも安心して活用でき、
癒しの場となる空間を創出する

にちなん十色園庭、文化センター
野外ステージ芝生化事業

4078万円

722万円

病院改築基本構想及び基本計画策定支援業務

病院改築に際し、基本構想報告書（兼、経営強化
プラン）をまとめ、基本計画の策定へと病院改築
事業を進める。また、町長の諮問機関として「あ
り方検討委員会」を立ち上げる

携帯電話等エリア整備事業

町内の携帯電話不感地域解消のため、基地局整備を
行う

3600万円

生山駅・上石見駅開業100周年記念事業

生山・上石見両駅が開業100周年を迎えるにあたり、
両駅を絡めたりJRを活用したイベントを実施

250万円

会　計

合　計

金　額 前年度比較

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業会計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

再生可能エネルギー
発 電 事 業 特 別 会 計

鳥取県西部町村情報公開・
個人情報保護審査会特別会計

69億1910万8千円

6億3570万3千円

9億3467万2千円

5666万4千円

1億507万3千円

1915万3千円

51万8千円

2億4260万2千円

2億5892万6千円

14億2376万3千円

105億9618万2千円

1億2881万7千円

1601万1千円

3518万4千円

△165万8千円

27万8千円

713万8千円

51万8千円

△300万8千円

508万2千円

6276万5千円

2億5112万7千円

令和５年度　会計別当初予算額

日
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　健
康
保
険
法
及
び
、
健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
出
産
一
時
金
の
支
給
額

﹁
４
０
８
，０
０
０
円
﹂
を
﹁
４
８
８
，０
０
０
円
﹂

と
す
る
。

日
南
町
消
防
条
例
の
一
部
改
正

　団
員
の
任
用
要
件
に
勤
務
地
要
件
を
加
え
本

町
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
に
、
年
齢
要
件
も
定

年
条
項
を
廃
し
18
歳
以
上
に
改
正

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　国
土
調
査
事
業

　業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
３
０
９
万
円

　国
の
補
正
を
踏
ま
え
事
業
費
の
増
額

　
　３
地
区

　１
・
67
㎢

　道
路
維
持
管
理
事
業

　除
雪
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　４
４
１
０
万
円

　町
道
・
生
活
道
及
び
県
道
除
雪
委
託
の
実
施

見
込
み
の
増
額

　商
工
総
務
一
般
管
理
事
務

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　４
２
０
０
万
円

　た
っ
た
も
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
付
与
町
内
経
済

活
性
化
事
業

︵
４
，２
０
０
名×

１
０
，０
０
０
ポ
イ
ン
ト
︶

　財
政
管
理
事
務

令
和
３
年
度
純
繰
越
金
の
２
分
の
１
を
積
み
立

て
る
も
の
。

　公
共
施
設
等
建
設
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
億
１
０
６
４
万
円

　財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　８
７
５
０
万
円

角井 学 副町長
かくい まなぶ
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た
が
、
県
に
返
還
し
た
上
で
県

内
調
整
が
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
日
南
町
へ
の
再

配
分
が
な
か
っ
た
。

　
　教
育
委
員
会

　
　
教
育
委
員
会
全
体
で
会
計

年
度
任
用
職
員
の
報
酬
が
か
な

り
減
額
さ
れ
た
要
因
は
。

　
　
一
部
の
会
計
年
度
任
用
職

員
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
り
、

採
用
が
遅
れ
た
た
め
。

特
別
会
計

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
当
初
予
算
が
地
方
財
政
法

第
３
条
２
項
｟
注
１
｠

に
反
す
る

予
算
で
あ
っ
た
と
認
め
る
か
。

　
　
反
省
し
て
い
る
。
以
後
は

留
意
し
て
い
く
。

　
　
歳
入
の
不
足
分
を
基
金
か

ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
、
基
金

条
例
に
合
致
す
る
の
か
。
基
金

条
例
を
見
直
し
て
運
営
経
費
に

歳
入
が
不
足
す
る
場
合
に
基
金

か
ら
繰
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
べ
き
で
は
。

　
　
基
金
条
例
の
目
的
に
運
営

資
金
に
充
当
で
き
る
よ
う
文
言

の
追
加
を
検
討
す
る
。

所
を
前
倒
し
で
実
施
し
た
。
予

定
し
た
箇
所
は
全
て
終
了
。

　
　農
業
者
支
援

　
　
が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン
事

業
、
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
事

業
の
補
助
金
減
額
要
因
は
。

　
　
が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン
事

業
は
、
機
械
等
導
入
事
業
の
落

札
に
よ
る
残
額
、
意
欲
あ
る
農

業
者
支
援
事
業
は
、
申
請
件
数

が
少
な
か
っ
た
。

　
　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の

購
入
費
用
が
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
希
望
す
る
地
域
へ
前
倒

し
し
て
導
入
で
き
な
か
っ
た
か
。

　
　
設
置
を
辞
退
し
た
地
域
も

あ
り
、
町
と
し
て
予
算
が
余
っ

　
　タ
ク
シ
ー
助
成

　
　
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
助
成

事
業
の
実
績
見
込
み
は
。

　
　
１
月
末
時
点
で
６
３
７
名

に
助
成
券
を
交
付
、
利
用
実
績

は
５
６
１
万
円
で
あ
る
。

　
　が
ん
検
診

　
　
が
ん
検
診
委
託
料
の
減
額

要
因
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
受
診
者
が
少
な
か
っ
た
。

　
　な
ら
枯
れ
対
策

　
　
な
ら
枯
れ
対
策
委
託
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
。

　
　
処
分
可
能
な
場
所
で
当
年

度
に
被
害
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

委
託
先
の
森
林
組
合
と
の
協
議

の
う
え
実
施
し
な
か
っ
た
。

　
　
補
助
事
業
の
な
ら
枯
れ
対

策
実
績
は
。

　
　
22
・
５
　
で
森
林
の
若
返

り
の
た
め
の
伐
採
を
実
施
。

 

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
箇
所
が
９
箇
所
に
増
え
た

要
因
は
。

　
　
県
か
ら
予
算
の
追
加
配
分

が
あ
り
、
５
年
度
実
施
予
定
箇

　
　
町
内
で
食
に
関
す
る
活
動

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
が
、
返

礼
品
に
活
用
し
て
い
る
か
。

　
　
ト
マ
ト
の
活
用
を
始
め
た

が
、
他
の
物
は
商
品
化
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　
　住
民
参
画
町
づ
く
り

　
　
住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
の
減
額
要
因
は
。

　
　
移
住
者
誘
致
支
援
金
、
交

流
活
動
交
付
金
と
集
落
支
援
員

の
実
績
精
査
に
よ
る
。

　
　ゴ
ミ
処
理
施
設

　
　
最
終
処
分
費
１
２
０
０
万

円
の
増
額
要
因
は
。

　
　
西
部
広
域
最
終
処
分
場
の

排
出
止
水
弁
が
塩
害
に
よ
り
修

理
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
。

　
　
ご
み
処
理
施
設
建
設
費
の

増
額
要
因
は
。

　
　
建
設
候
補
地
が
増
え
、
環

境
調
査
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
。

　
　固
定
資
産
税

　
　
課
税
さ
れ
る
べ
き
二
部
山

の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
賃
貸
契
約
を
し
た
段
階
で
、

所
有
者
と
の
協
議
に
よ
り
免
税

の
扱
い
と
し
た
た
め
。

一
般
会
計

　
　繰
越
明
許
費

　
　
林
道
橋
梁
修
繕
工
事
の
契

約
見
込
日
が
令
和
５
年
９
月
に

な
っ
て
い
る
が
。

　
　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

生
息
調
査
が
必
要
な
た
め
、
工

事
の
時
期
が
遅
れ
る
。

　
　ふ
る
さ
と
納
税

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
等

の
経
費
が
６
割
程
度
減
額
さ
れ

て
い
る
が
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
が

計
画
の
６
割
に
と
ど
ま
っ
た
。

もっとくわしく質疑応答 令和４年度補正予算

問問問問問問問問問問 答答 答答答答答答答答

問問問問 答答答答

問問問問問問問問問問 答答 答答答答答答答答答答

問問 問問答答答答

問問問問問問 答答答答答答

　令
和
４
年
度
補
正
予
算

の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

ワイヤーメッシュの納品

＊

(注1)地方公共団体は、あらゆる資料に基づいて正確にその財源を補そくし、且つ、経
　　 済の現実に即応してその収入を算定し、これを予算に計上しなければならない。

ふるさと納税額の推移

1,200

件数 千円
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30,000
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0

寄附件数
寄附金額

H30
334
7,347

Ｒ１
302
7,218

Ｒ２
943

26,712

R３
1,054
36,308

R４
752

22,889

ha
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
︵
委

員
長

　久
代
安
敏
︶
を
設
置
し
令
和
５
年
３
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
各
議
案

の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
予
算
も
次
の
意
見
を
付
し
て
原
案
を
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

１
．
全
般

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
確

保
、
活
動
は
町
の
活
性
化
を
図

る
う
え
で
、
一
定
の
役
割
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
隊
員

の
受
け
入
れ
を
す
る
活
動
支
援

団
体
の
育
成
を
図
り
、
募
集
時

期
を
早
め
ら
れ
た
い
。

２
．
地
域
づ
く
り
推
進
課

青
年
結
婚
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業

　第
２
期
総
合
戦
略
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

達
成
の
た
め
に
も
さ
ら
に
積
極

的
な
取
組
み
を
求
め
る
。

　町
の
魅
力
や
移
住
支
援
策
な

ど
を
移
住
・
定
住
関
連
サ
イ
ト

へ
掲
載
す
る
な
ど
、
広
報
・
宣

伝
を
強
化
さ
れ
た
い
。

公
共
交
通
確
保
総
合
対
策
事
業

　ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化
に

よ
っ
て
も
、
現
在
の
車
両
で
は

送
迎
で
き
な
い
狭
い
道
が
あ
り
、

利
便
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
町
民
の
要
望
に
応
え
る

た
め
、
５
人
乗
り
程
度
の
小
型

車
両
の
導
入
を
検
討
さ
れ
た
い
。

３
．
住
民
課

環
境
保
全
対
策
事
業

　環
境
保
全
の
指
針
と
し
て
グ

リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画
を
策
定

さ
れ
た
が
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
関
す
る
数

値
目
標
が
な
い
。
ま
た
、
推
進

母
体
の
環
境
立
町
推
進
協
議
会

の
見
直
し
を
さ
れ
た
い
。

４
．
教
育
委
員
会

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務

　文
化
セ
ン
タ
ー
芝
生
化
事
業

に
か
か
る
撤
去
処
分
費
は
、
レ

ン
ガ
畳
を
希
望
者
に
譲
渡
す
る

な
ど
経
費
節
減
を
検
討
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
芝
生
植
栽
作
業
は

多
く
の
参
画
に
よ
り
芝
生
化
の

意
識
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。
さ

ら
に
安
定
し
た
維
持
管
理
の
体

制
づ
く
り
も
構
築
さ
れ
た
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
た
い
。

５
．
農
林
課

農
業
総
務
一
般

　

　農
畜
産
物
の
出
口
戦
略
を
立

て
る
た
め
先
進
事
例
を
視
察
さ

れ
る
が
、
課
題
を
明
確
に
し
、

十
分
な
事
前
調
査
を
し
た
う
え

で
、
実
現
可
能
な
戦
略
に
つ
な

が
る
視
察
を
実
施
さ
れ
た
い
。

６
．
日
南
病
院

　日
南
病
院
は
、
基
本
構
想
及

び
経
営
強
化
プ
ラ
ン
を
策
定
さ

れ
る
が
、
施
設
の
改
築
だ
け
で

な
く
医
療
体
制
全
般
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
打
開
策
を
示
さ
れ

た
い
。

地域おこし協力隊の任命式

審
査
意
見

１
．
各
課
の
行
政
計
画
に

つ
い
て

　国
が
自
治
体
に
作
成
義
務

を
課
し
て
い
る
行
政
計
画
に

つ
い
て
、
各
課
か
ら
計
画
リ

ス
ト
の
提
出
を
受
け
、
根
拠

法
令
や
計
画
年
限
及
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
状
況
を

確
認
し
た
。

　そ
の
結
果
、
日
南
町
の
行

政

計

画

は

58

計

画

あ

り

、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
は
45
計

画
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　58
の
計
画
に
は
、
各
課
別

の
掲
載
に
と
ど
ま
る
も
の
、

計
画
年
限
が
過
ぎ
た
も
の
、

特
定
の
業
種
の
た
め
掲
載
さ

れ
な
い
も
の
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

散
見
さ
れ
た
。

　ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
﹁
計

画
・
ま
ち
づ
く
り
﹂
へ
の
掲

載
や
計
画
そ
の
も
の
の
見
直

し
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．
空
き
家
借
上
げ
整
備

事
業
に
つ
い
て

　本
事
業
は
、
移
住
定
住
者

向
け
の
住
宅
確
保
を
目
的
に
、

山
里
L
o
a
d
に
ち
な
ん
が

空
き
家
を
借
り
あ
げ
て
、
修

繕
及
び
貸
出
し
を
す
る
事
業

で
あ
り
、
現
在
は
空
き
家
の

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

　こ
の
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
当
該
事
業
の
対

象
と
す
る
空
き
家
の
選
定
、

空
き
家
所
有
者
と
の
契
約(

貸

借
期
間
、
貸
借
料
、
貸
借
期

間
満
了
後
の
扱
い
等)

、
修
繕

工
事(

複
数
業
者
に
よ
る
見
積

等)

、
貸
借
料
金
の
設
定(

民

間
賃
貸
住
宅
と
の
比
較)

な
ど

実
施
過
程
の
透
明
性
を
確
保

さ
れ
た
い
。

第
２
回
定
期
監
査
の
報
告
︵
要
旨
︶

　３
月
22
日
に
監
査
委
員

か
ら
、
定
期
監
査
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　代
表
監
査
委
員

　高
見 

正
司

　監
査

委

員

　岩
﨑 

昭
男

第１号のAkiyaリノベ住宅
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　提
案
さ
れ
た
当
初
予
算

に
つ
い
て
多
く
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

もっとくわしく質疑応答 令和５年度当初予算

　
　
運
用
が
40
年
以
上
に
な
る

が
、
基
幹
改
良
で
施
設
が
も
つ

の
か
。

　
　
修
繕
計
画
を
見
直
し
な
が

ら
、
総
合
的
な
知
見
の
中
で
修

繕
を
進
め
て
い
く
。

　皆
伐
新
植

　
　
新
植
の
面
積
が
30
　
だ
が
、

グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画
と
の

整
合
性
は
。

　
　
30
　
は
民
有
林
で
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画
は
町

有
林
の
計
画
で
あ
る
。

　
　
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
単
価

は
適
正
か
。
８
千
円
に
値
下
げ

し
て
い
る
が
、
１
万
円
に
戻
す

べ
き
で
は
。

　
　
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え
て

適
切
な
時
点
で
検
討
す
る
。

　林
業
の
広
域
的
連
携

　
　
新
見
市
、
真
庭
市
と
連
携

を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
。

　
　
例
え
ば
、
担
い
手
確
保
は

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
が
あ
る
日
南

町
が
主
体
的
に
、
能
力
の
向
上

は
専
門
学
校
が
あ
る
市
で
実
施

す
る
な
ど
お
互
い
が
も
っ
て
い

る
力
を
広
域
的
に
利
用
す
る
。

　
　
実
体
的
な
数
値
を
出
し
、

実
効
的
な
計
画
に
し
て
い
く
。

　に
ち
な
ん
新
生
活
応
援
奨
励
金

　
　
若
年
の
子
育
て
世
帯
に
限

定
し
た
奨
励
金
だ
が
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
か
。

　
　
令
和
４
年
度
実
績
は
１
件

で
あ
る
。
県
と
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
転
入
者
す
べ
て
が
対
象
と

な
る
制
度
に
変
更
し
て
は
。

　
　
広
い
世
代
に
転
入
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
こ
う
い
う
事
業
が

あ
る
と
の
Ｐ
Ｒ
は
必
要
で
あ
る
。

　養
豚
場
排
水
の
検
査
費
用

　
　
養
豚
場
周
辺
の
河
川
の
検

査
費
用
を
企
業
が
負
担
す
る
こ

と
に
し
て
は
。

　
　
新
た
な
事
業
者
と
協
議
を

す
る
。

　清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
地
元
と
の
契
約
は
い
つ
ま

で
か
。
今
後
、
大
型
修
繕
は
ど

の
く
ら
い
必
要
か
。

　
　
令
和
13
年
度
ま
で
運
用
す

る
契
約
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
使

え
る
よ
う
修
繕
す
る
。
令
和
14

年
度
か
ら
は
西
部
広
域
に
移
行

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
上
位
に
行
く
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

す
る
に
は
町
の
魅
力
を
ど
う
Ｐ

Ｒ
し
た
ら
よ
い
か
を
勉
強
す
る
。

　行
財
政
改
革

　
　
34
項
目
あ
る
が
予
算
に
ど

れ
だ
け
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
補
助
金
の
見
直
し
と
適
正

化
を
進
め
て
い
る
。

　
　
他
の
33
項
目
は
取
り
組
め

て
い
な
い
の
か
。

　
　
各
担
当
者
の
念
頭
に
は
あ

る
。
職
員
と
と
も
に
考
え
て
い
く
。

　
　
上
下
水
道
料
金
な
ど
科
学

的
な
論
拠
を
議
論
し
、
町
民
に

説
明
す
べ
き
で
は
。

　
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
政
府
系
法

人
の
債
権
の
満
期
が
20
年
で
あ

る
。
リ
ス
ク
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
購
入
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

債
は
す
べ
て
国
の
機
関
が
債
権

を
引
き
受
け
る
こ
と
を
確
約
し

て
お
り
、
国
債
と
同
等
の
信
用

が
あ
る
。

　人
材
確
保
・
育
成
・
職
員
構
成

　
　
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
50
代
の
職
員
比
率
が
少
な

い
。
Ｄ
Ｘ
や
事
務
の
簡
素
化
も

含
め
て
や
っ
て
い
く
。

　
　
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
の
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
て
は
。

　
　
提
案
の
方
法
を
含
め
よ
り

良
い
人
材
育
成
に
努
め
る
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
人

数
は
確
保
で
き
て
い
る
か
。

　
　
確
保
で
き
て
い
な
い
。

　公
共
施
設
等
管
理
計
画

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
が
予
算
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ

て
い
な
い
が
。

　
　
計
画
の
修
正
を
精
査
中
で

あ
る
。

　ふ
る
さ
と
納
税

　
　
返
礼
品
と
と
も
に
町
の
魅

力
を
発
信
し
て
は
。

一
般
会
計

　
　基
金
の
活
用

　
　
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

す
理
由
は
。

　
　
財
源
を
確
保
し
、
事
業
を

推
進
す
る
た
め
。

　
　
日
南
病
院
の
地
域
医
療
総

合
確
保
基
金
の
取
り
崩
し
に
つ

い
て
説
明
を
。

　
　
「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
立
ち
上
げ
と
事
業
運
営
の
中

で
不
足
す
る
資
金
を
補
う
。

　
　
日
南
町
森
林
整
備
基
金
１

億
１
千
万
円
は
ま
っ
た
く
取
り

崩
さ
な
い
が
。

　
　
今
後
、
税
の
目
的
に
沿
っ

て
利
活
用
に
努
め
て
い
く
。

　
　基
金
の
運
用

　
　
基
金
を
一
括
運
用
す
る
が
、

運
用
の
方
針
は
。

　
　
現
在
21
銘
柄
を
運
用
し
、

６
銘
柄
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
を
推
進
す
る
と
と

も
に
社
会
情
勢
に
応
じ
て
銘
柄

や
期
間
を
選
定
す
る
。

問問 問問問問問問問問問問 答答答答答答答答答答

問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問問問問問 答答 答答答答

問問問問問問問問 答答 答答答答答答答答

問問問問問問問問 答答答答答答答答

町の魅力発信で特産品のPRを

ha

ha

　
　町
有
林

　
　
町
有
林
の
施
業
が
進
む
と

民
有
林
が
遅
れ
な
い
か
。

　
　
町
有
林
の
経
営
審
議
会
で

民
間
も
入
っ
て
話
し
て
い
る
。

特
に
異
論
は
な
か
っ
た
。

　
　
森
林
経
営
管
理
法
に
よ
れ

ば
町
が
計
画
を
立
て
、
森
林
組

合
が
受
け
な
い
も
の
は
町
が
管

理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
町
有
林
の
施
業
が
増
え
て

民
有
林
へ
影
響
を
与
え
る
の
は

よ
く
な
い
。
森
林
組
合
と
協
力

し
て
進
め
て
い
く
。

　指
定
管
理
施
設

　
　
あ
ら
た
な
事
業
計
画
が
出

て
い
る
が
、
進
捗
状
況
の
管
理
は
。

　
　
最
低
で
も
年
１
回
は
決
算

報
告
が
あ
る
。
物
価
高
騰
の
状

況
も
含
め
、
緊
密
な
情
報
交
換

を
進
め
る
。

　森
林
組
合
事
務
所
新
築

　
　
経
過
と
補
助
率
は
。

　
　
JA
新
築
時
の
経
過
を
踏
ま

え
て
予
算
化
し
て
い
る
。

　飼
料
用
作
物
の
栽
培
連
携

　
　
具
体
的
に
ど
ん
な
考
え
か
。

　
　
酪
農
家
、
水
田
農
家
な
ど
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町
長
の
選
挙
公
約
で
据
え

置
く
と
あ
っ
た
が
間
違
い
な
い

か
。

　
　
最
終
的
に
は
実
績
を
精
査

し
て
決
め
る
が
、
基
本
的
に
は

維
持
す
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

事
業
会
計

　病
院
改
築
計
画

　
　
改
築
の
検
討
も
必
要
だ
が
、

ま
ず
中
身
の
充
実
、
と
り
わ
け

整
形
外
科
を
充
実
す
べ
き
で
は
。

　
　
経
営
も
含
め
て
ト
ー
タ
ル

的
な
考
え
方
を
協
議
す
る
。
住

民
や
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
進
め
る
。

　
　
改
築
あ
り
き
で
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
財
政
的
な
こ
と
を
加
味
し

て
改
築
か
新
築
か
を
決
め
る
。

　
　
基
本
構
想
な
ど
を
策
定
す

る
実
施
主
体
は
。

　
　
町
で
あ
る
。｢

あ
り
方
検

討
会
」
を
立
ち
上
げ
る
。

　
　
基
本
構
想
を
策
定
す
る
メ

ン
バ
ー
は
。

　
　
大
学
病
院
の
医
局
、
地
元

の
医
師
会
、
県
の
担
当
部
局
、

地
域
団
体
、
子
育
て
団
体
、
福

祉
介
護
施
設
、
住
民
な
ど
の
代

表
者
。

ら
え
る
。
図
書
館
、
美
術
館
や

さ
つ
き
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト

で
来
場
し
た
人
に
も
利
用
し
て

も
ら
え
る
。

　物
価
高
騰
対
策

　
　
具
体
的
に
予
算
の
ど
こ
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
生
活
困
窮
者
支
援
、
堆
肥

散
布
へ
の
支
援
が
あ
る
。
４
月

以
降
電
気
代
等
の
動
き
を
見
て

適
切
な
支
援
を
す
る
。

　
　
施
政
方
針
に
あ
っ
て
当
初

予
算
に
な
い
の
は
お
か
し
い
の

で
は
。

　
　
数
字
的
に
は
上
が
っ
て
い

な
い
が
、
国
へ
の
要
望
や
社
会

変
動
に
対
す
る
も
の
を
考
え
て

い
る
。

　一
人
あ
た
り
所
得

　
　
夜
間
人
口
一
人
あ
た
り
所

得
６
８
４
万
円
と
あ
る
。
７
０

０
万
円
に
の
ば
す
と
か
、
そ
の

た
め
の
施
策
は
。

　
　
各
事
業
部
門
の
所
得
を
上

げ
る
の
が
大
事
で
あ
る
。
交
付

税
、
補
助
金
な
ど
含
め
所
得
向

上
に
取
り
組
む
。

特
別
会
計

　国
保
税
、
介
護
保
険
料

も
ら
い
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
し

て
も
ら
え
る
。

　
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
検

討
し
て
の
提
案
か
。

　
　
検
討
し
て
い
る
。
集
客
、

収
益
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
う
。

　文
化
セ
ン
タ
ー
中
庭
の
芝
生
化

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
を
は
が
す
が
、

家
庭
で
使
っ
て
も
ら
え
ば
。
ま

た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
は
。

　
　
住
民
を
巻
き
込
ん
で
事
業

展
開
す
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
勉
強
し
て
い
く
。

　
　
芝
生
化
後
、
ど
の
よ
う
な

活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
系
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
遊
ん
で
も

長
期
的
な
方
向
性
の
中
で
一
定

の
エ
リ
ア
の
中
で
営
農
組
合
の

組
織
化
を
す
る
の
が
所
得
を
上

げ
る
方
法
で
あ
る
。
畜
産
と
の

契
約
栽
培
が
広
が
れ
ば
よ
い
。

　
　
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
。

飼
料
へ
の
直
接
支
援
も
ま
だ
必

要
で
は
。

　
　
国
・
県
の
動
き
も
進
行
中

で
あ
る
。
今
後
、
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
必
要
で
あ
れ
ば
対
策

を
と
る
。

　認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
時
間

　
　
保
護
者
か
ら
時
間
延
長
し

て
欲
し
い
と
の
意
見
が
あ
る
。

人
員
確
保
も
含
め
て
対
策
を

と
っ
て
い
る
か
。

　
　
当
初
予
算
に
は
上
げ
て
い

な
い
。

　
　
年
度
途
中
で
補
正
を
組
ん

で
対
応
す
る
の
か
。

　
　
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
時
間
延
長
を
望
む
声
も
あ

る
の
で
精
査
し
て
対
応
す
る
。

　芝
生
化
事
業

　
　
中
心
地
域
計
画
の
中
で
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
ゆ
き
ん
こ
村
で
実
施
し
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
来
て

問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問問問問問問問問問 答答 答答答答答答答答

問問 問問問問 答答答答答答

問問問問問問 答答答答答答

問問 問問問問問問問問 答答 答答 答答答答答答

好評のゆきんこ村芝生化
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令和５年度 当初予算一般会計・特別会計予算

介護サービス事業特別会計

反対　　　久代安敏議員
　当初予算にあげている施設使用料2800万円
は全額減免をして、職員の処遇改善に充てる
べきである。

賛成　　　岩﨑昭男議員
　コンサルの診断を受けて経営改善を図って
おり、福祉会との協議により純利益の20%を
利用料として支払うことになっている。

後期高齢者医療特別会計

反対　　　岡本健三議員
　後期高齢者だけが被保険者の世界的にも例
を見ない保険制度であり反対である。

賛成　　　坪倉勝幸議員
　国の保険制度に反対だから、日南町の予算
に反対と言う主張は成り立たない。

介護保険特別会計

反対　　　岡本健三議員
　介護利用料の値上げに、介護給付費準備金
を使用して被保険者の負担を減らすべきであ
る。

賛成　　　櫃田洋一議員
　介護予防、健康増進に積極的に取り組んで
おり、保険料も県内では低い方である。
　今すぐに基金を取り崩す必要はない。

論討

賛成　　　荒木　博議員
　基金を繰り入れ適切に対応する予算となっ
ている。子供の均等割、コロナの傷病者手当
は、国や県が検討すべきである。

　　　岡本健三議員
　18歳以下の均等割を全額免除すべきであ
る。また5類移行後のコロナ傷病手当を町単
独で行うべきである。

反対

国民健康保険特別会計

○賛否の分かれたもの

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

×

×

×

×

×

×

×

久
代

　安
敏

○

○

○

○

○

○

○

坪
倉

　勝
幸

○

○

○

○

○

○

○

古
都

　勝
人

−

−

−

−

−

−

−

山
本

　芳
昭

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

件　　　　　名 結果

×

×

×

×

×

×

×

岡
本

　健
三

○

○

○

○

○

○

○

櫃
田

　洋
一

○

○

○

○

○

○

○

岩
﨑

　昭
男

荒
木

　
　博

○

○

○

○

○

○

○

大
西

　
　保

○

○

○

○

○

○

○

近
藤

　仁
志

○

○

○

○

○

○

○

令
和
５
年
度

当
初
予
算

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

一般会計
反対　　　久代安敏議員
　物価高騰対策に基金を使用
すべき。これまでの同和対策
事業を総活すべき。海外派遣
事業は問題がある。日南病院
の改修は職員の確保も含めて
協議すべきである。

賛成　　　坪倉勝幸議員
　町の未来にむけた予算とし
てはダイナミズムに欠ける
が、芝生化事業や物価高騰対
策等に取り組む堅実予算と
なっている。

　　　岡本健三議員
　会計年度任用職員と正職員
の格差、にちなん新生活応援
奨励金、障害者等外出支援事
業、ごみ処理施設建設費、シ
アトル派遣の事業について改
善や中止を求める。

反対

令和４年度一般会計補正予算（第８号）

日南町個人情報保護法施行条例の制定
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３月定例会審議結果
○可決・同意した議案

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

令
和
４
年
度
補
正
予
算

令
和
５
年
度
当
初
予
算

そ
の
他

…賛否の分かれたもの（審議結果は10ページに掲載）

日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例

日南町特別職の職員で常勤のものの給与及

び旅費に関する条例

工事請負契約の変更について（令和4年度日南

町TOWNS-NET同軸設備ほか撤去工事）

日南町過疎地域持続的発展計画の一部変更

について

工事請負契約の変更について（町道滑線道

路災害復旧工事）

一般会計予算

国民健康保険特別会計予算

介護保険特別会計予算

介護サービス事業特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

再生可能エネルギー発電事業特別会計予算

簡易水道事業会計予算

下水道事業会計予算

病院事業会計予算

発
議

消費税インボイス制度の中止を求める意見

書提出について

　　　岡本健三議員
　インボイス制度導入で

電力会社が新たに負担す

る消費税分を賦課金に上

乗せする動きがある。事

業者の負担増は、結局は

消費者の負担増につなが

る。

（久代、岡本）

　　　大西　保議員
　商工会を中心に何度か

話をしてほぼ順調にいっ

ている。インボイス制度

の手引きにいろいろな内

容が書いてあり、道の駅

にはJAを通じて卸す方

法もある。

（大西、岩﨑、櫃田、近藤、
　荒木、古都、坪倉）

○否決した議案

日南町職員の定年引上げ等に伴う関係条例

の整備に関する条例

一般会計補正予算（第8号）

国民健康保険特別会計補正予算（第4号）

介護保険特別会計補正予算（第2号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第3号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算（第1号）

病院事業会計補正予算（第2号）

一般会計補正予算（第9号）

日南町個人情報保護法施行条例

日南町議会の個人情報の保護に関する条例

日南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例

日南町学校給食費徴収条例

日南町課設置条例等

日南町特別会計条例

日南町国民健康保険条例

日南町消防団条例

日南町再生可能エネルギー発電事業基金条例

日南町家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例等

鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審

査会特別会計予算

副町長の選任につき同意を求めることにつ

いて

反対 賛成
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請願・陳情の審査結果と討論

採決結果令和５年請願第１号 提 出 者

鳥取の保育を考える会
会長　石井由加利

　日南町では十分に国の配置基準を満
たしているため。

不採択

審 査 意 見

　子どものために保育士
配置基準の引き上げによる
保育士増員を求める意見書
の提出を求める請願書

　　 古都勝人議員(大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉)
　日南町では現在の国・県の配置基準を満たす人
数の保育教諭が配置されているため、この請願を
採択する必要はない。

　　 岡本健三議員（久代、岡本）

　全国で起きている保育園での虐待や死亡事故、
海外の先進国の配置基準、そして、子育ての重要
性を考えれば配置基準の引き上げは当然である。

賛成 反対

反対

採決結果令和５年陳情第２号 提 出 者

新日本婦人の会鳥取県本部
会長　山内淳子

　令和３年度の保護者アンケートでは親の
役割として一部を負担してもよいとの回答
等もあり、現時点では必要ないと考える。

不採択

審 査 意 見

　国による学校給食無償
化を求める陳情

　　 大西　保議員(大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉)
　将来的には無償化となるかもしれないが、現時点
では無償化は必要ない。県内５町のうち、日野町は
新年度から無償化でなく町の３分の２負担となる。

　　 久代安敏議員（久代、岡本）

　県内でも若桜町、智頭町、大山町、江府町、日
野町が無償化している。義務教育は無償とすると
の憲法の規定の通り無償化すべき。

賛成

採決結果令和５年陳情第３号 提 出 者

鳥取農民運動連合会
会長　雑賀敏之

　生産額ベースの食料自給率は66％であ
る。収入保険など所得を補填する制度もあ
る。米などの輸入は国際交渉で合意したの
で中止は難しい。

不採択

審 査 意 見

　政府に食料自給率の向
上、持続可能な農業経営
と農村を守ることを求め
る陳情書

　　 岩﨑昭男議員(大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉)
　カロリーベースの自給率が落ちているのは米の消
費が減っているためであり、生産者だけの問題では
ない。所得補償の実施は既に補填の制度がある。

　　 久代安敏議員（久代、岡本）

　国内で米が余っているのに外国から77万トンも
輸入するのは亡国の自民党農政である。自民党農政
下で日南町の農業崩壊の危機が目前に迫っている。

賛成 反対

採決結果令和５年陳情第４号 提 出 者

平和・民主主義・豊かな
暮らしをめざす鳥取県の
会（鳥取県革新懇）
代表世話人　山内淳子

　反撃能力は、日本が弾道ミサイルなどで
攻撃されたときの必要最小限度の自衛措置
として行使される。将来の自国防衛のため
重要な予算である。

不採択

審 査 意 見

　安保関連3文書の閣議決定に抗
議し、大軍拡・大増税の中止、く
らしと福祉に予算をまわすよう求
める「意見書」採択を求める陳情

　　 櫃田洋一議員(大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉)
　反撃能力は日本への武力攻撃が発生したとき必
要最小限の攻撃を行うもので、憲法９条で認めら
れる武力の行使にあたるものである。

　　 久代安敏議員（久代、岡本）

　台湾には米軍基地はなく日米一体で軍事行動す
るならば沖縄から出撃する可能性が高い。戦争を
あおる武器購入はやめて国民の暮らしに回すべき。

賛成 反対

　提出のあった請願・陳情は、３月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。
なお、賛成・反対とあるのは、請願・陳情原案に対する討論です。

不採択

令和５年陳情第１号 提 出 者

憲法改悪反対鳥取県共同
センター
代表　田中　暁

審 査 意 見

「安保関連3文書」閣議決定の
撤回、「敵基地攻撃能力」の保
有や防衛費2倍化に反対する意
見書の提出を求める陳情書

　　 近藤仁志議員(大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉)
　東日本大震災の後、100年に１度の災害のための
防潮堤などが建造されている。防衛力の強化も100
年に1度の有事を見据えた対策であり、必要である。

　　 岡本健三議員（久代、岡本）

　最悪のシナリオは台湾有事であるが、日本も台湾
が中国の一部だと認めている。もし台湾有事で敵基
地攻撃能力を使えば、それは侵略行為に等しい。

賛成 反対

採決結果

　外交対話で双方の課題を解決するのが最
優先であるが、最悪のシナリオも考えなが
ら国民の生命財産と主権を守る必要がある。

　
誇
り
を
持
て
る
町
に
向
け
て
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

　
町
外
か
ら
来
ら
れ
る
人
は
、
「
人
」

「
自
然
の
豊
か
さ
」
が
魅
力
だ
と
言

わ
れ
る
の
で
私
た
ち
が
日
南
町
の
良

さ
、
地
域
が
持
っ
て
い
る
力
を
再
認

識
し
て
進
め
る
。
ま
た
、
特
徴
の
あ

る
教
育
を
進
め
都
会
と
は
違
う
良
さ

を
伝
え
る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
「
健
康
」
が
一
番
大
事
。
若
い
時

は
体
力
が
あ
り
、
大
き
な
病
気
に
か

か
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
高
齢
に

な
っ
て
も
維
持
で
き
る
こ
と
が
大
切
。

病
気
を
ゼ
ロ
に
で
き
な
い
の
で
、

「
検
診
」
を
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
防
災
基
地
が
あ
る
石
霞
溪
こ
そ
圏

外
を
解
消
す
る
べ
き
で
は
。

　
防
災
基
地
で
は
一
部
の
事
業
者
が

入
る
と
認
識
し
て
い
る
。
全
て
の
事

業
者
が
入
る
か
ど
う
か
調
査
し
、
不

感
地
域
解
消
に
向
け
て
進
め
る
。

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

よ
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
望

ま
れ
る
。
住
民
課
の
窓
口
で
証
明
書

の
発
行
手
数
料
に
た
っ
た
も
カ
ー
ド

は
利
用
で
き
る
の
か
。

　
料
金
の
収
受
に
問
題
が
あ
り
、
利

用
で
き
な
い
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
日
南
町
と
し
て
、
住
民
課
の

窓
口
で
利
用
で
き
る
こ
と
は
必
須
で

あ
る
。

　
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

た
っ
た
も
カ
ー
ド
の
目
的
が
デ
ジ
タ

ル
化
の
浸
透
と
経
済
循
環
が
目
的
な

の
で
検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　
日
南
町
の
活
性
化
や
自
主
財
源
確

保
等
も
含
め
、
積
極
的
に
取
り
組
む

必
要
性
を
感
じ
る
。

　
将
来
の
日
南
町
の
姿
に
大
き
く
貢

献
す
る
も
の
だ
と
思
う
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
の
強
み
を
生
か
し

て
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
日
南
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
た
小
型

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
状
況
は
。

　
子
供
た
ち
が
校
内
で
自
主
的
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
仲
間
作
り
に
貢

献
し
た
り
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

産
業
の
勉
強
を
し
て
い
る
。

−13−

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　高
柴
住
民
課
長

答答

　三
上
教
育
課
長

答答

答答

　中
村
町
長

誇りを持てる町とは

問問

具
体
的
な
取
り
組
み

問問

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

問問

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消

問問

た
っ
た
も
カ
ー
ド

問問

﹁ 

先
ず
隗
よ
り
始
め
よ 

﹂

問問

企
業
誘
致

問問

ド
ロ
ー
ン

町政のここが聞きたい

にちなん議会だより　令和５年５月発行　No.171

ドローンを自在に操る子どもたち

櫃田洋一 議員

　町

　長

答答

　町

　長

答答

問問

答答 子どもたちに　良い町だよ”

　　　　　と言えることが大事

”

会３ 月 定 例

一 般 質 問



活
用
し
、
吸
収
量
も
伸
ば
し
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

い
う
考
え
を
織
り
込
ん
で
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画
の
数
値
目

標
で
、
主
な
取
り
組
み
は
。

　
第
一
に
町
有
林
の
皆
伐
・
新
植
の
推

進
。
第
二
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
廃
食

油
回
収
の
推
進
。
第
三
に
講
演
会
や

学
習
会
の
開
催
な
ど
。
行
動
の
変
容
に

つ
な
が
る
啓
発
や
情
報
提
供
を
行
う
。

　
環
境
活
動
に
と
っ
て
最
重
要
で
は
な

い
か
。
な
ぜ
、
な
く
し
た
の
か
。

　
年
度
途
中
で
も
修
正
や
追
加
を
し
て

育
と
の
方
向
性
で
決
め
た
。
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50
歳
以
上
の
方
で
帯
状
疱
疹
を
罹
患

さ
れ
、
重
症
に
な
ら
れ
た
方
が
多
い
と

聞
く
。
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
は
４
万
円
と

高
額
で
あ
る
。
昨
年
日
野
町
が
県
内
で

初
め
て
費
用
を
助
成
し
た
。
日
南
町
と

し
て
取
り
組
ま
れ
る
考
え
は
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
予
防
接
種
法

に
基
づ
か
な
い
任
意
の
予
防
接
種
で

あ
り
、
本
町
で
は
現
在
費
用
助
成
を
行

っ
て
い
な
い
。
罹
患
状
況
や
県
内
の
動

向
等
に
も
注
視
し
、
早
い
時
期
に
実
施

す
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
就
任
当
初
の
施
政
方
針
で
３
項
目
に

つ
い
て
、
目
標
数
値
を
示
さ
れ
た
。
実

績
数
値
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
「
検
診
受
診
率
80
％
」
は
、
が
ん
検
診

28
％
、
特
定
健
診
43
％
で
あ
っ
た
。
今

後
は
が
ん
検
診
の
精
密
検
査
対
象
者

の
100
％
を
目
指
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
一
億
円
」
の

実
績
は
約
24
百
万
円
、
今
後
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
専
門
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
採
用
し
取
り
組
む
。

　
「
結
婚
件
数
50
件
」
実
績
は
27
件
、
今

後
も
婚
姻
の
奨
励
事
業
は
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。

　
２
月
２
日
の
全
員
協
議
会
以
降
、
ど

の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
か
。

　
令
和
５
年
１
月
10
日
に
承
継
さ
れ
、

フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
㈱
か
ら
水
質
汚
濁

防
止
法
に
基
づ
く
承
継
届
が
２
月
３

日
に
県
に
提
出
さ
れ
た
。

　
農
場
の
今
後
の
計
画
が
示
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

　
２
月
の
時
点
で
こ
れ
か
ら
計
画
を
作

る
と
報
告
を
受
け
た
。
出
来
る
だ
け
早

く
報
告
す
る
と
メ
ー
ル
を
受
け
て
い
る
。

　
町
長
の
思
い
・考
え

は
計
画
に
織
り
込
ま

れ
て
い
る
か
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
を
実
現
す
る
た

め
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
更

に
本
町
の
豊
富
な
森

林
環
境
を
最
大
限

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　中
村
町
長

帯状疱疹ワクチンの一部助成を

実施するよう前向きに検討する

問問

養
豚
農
場
の
状
況
は

問問

今
後
の
取
り
組
み
は

問問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成

問問

施
政
方
針
に
示
さ
れ
た
目
標
・
実
績

問問

計
画
の
重
点
項
目

問問

グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画

答答

　町

　長

問問

廃
棄
物
量
の
削
減
・
リ
サ

イ
ク
ル
率
向
上
項
目

一般質
問

一般質
問
答答と問問

問問

答答

大西　保 議員

町ホームページ掲載
https://www.town.nichinan.lg.jp/material/files/group/21/greendream4.pdf

　
情
報
化
推
進
計
画
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
は
。

　
２
月
14
日
に
Ｄ
Ｘ
チ
ー
ム
会

議
を
行
い
令
和
４
年
度
の
タ
ス

ク(

業
務
等)

管
理
、
令
和
５
年

度
の
タ
ス
ク
設
定
を
し
て
い
く

こ
と
を
決
定
し
た
。
今
後
各
課

で
整
理
を
行
い
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
修
正
を
行
う
。

　
早
急
に
不
感
地
域
解
消
を
す
べ
き
と

提
案
し
て
き
た
が
、
こ
の
４
年
間
で
携

帯
電
話
通
話
エ
リ
ア
の
拡
大
が
図
ら
れ

た
地
域
は
。

　
町
内
に
20
か
所
基
地
局
が
設
置
さ
れ

た
。
エ
リ
ア
拡
大
は
大
菅
、
元
菅
沢
地

内
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　
５
年
度
に
携
帯
電
話
基
地
局
整
備
の

予
定
だ
が
、
エ
リ
ア
拡
大
さ
れ
る
地
域

と
基
地
局
数
は
。

　
整
備
地
域
は
決
定
し
て
い
な
い
が
、

携
帯
電
話
が
全
く
使
え
な
い
地
域
を
優

先
し
、
３
局
を
整
備
す
る
予
定
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

ポ
イ
ン
ト
数
と
、
ポ
イ
ン
ト
の
扱
い
は
。

　
令
和
４
年
７
月
13
日
付
与
ま
で
の
３

回
分
で
総
額
７
３
４
万
ポ
イ
ン
ト
が
失

効
し
て
い
る
。
失
効
ポ
イ
ン
ト
は
精
算

し
、
国
か
ら
の
指
示
が
あ
れ
ば
返
還
す

る
こ
と
と
な
る
。

　
行
政
ポ
イ
ン
ト
は
町
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
と
考
え
る
が
、
新
た
な
活
用
計

画
は
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
転
入
者
一
人
あ
た
り

５
,
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
。
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
お
い
て
行
う
事
業
に
お
い
て
行

政
ポ
イ
ン
ト
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
募
集
及
び
内
定
状
況
は
。

　
新
た
に
14
名
を
募
集
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
農
業
研
修
生
の
４
名
が
内
定
済
み
。

　
移
住
定
住
者
の
定
住
率
を
上
げ
る
た

め
に
も
、
移
住
定
住
者
に
よ
る
意
見
交

換
会
や
交
流
会
を
計
画
し
て
は
。

　
提
案
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
す
る
。
　

　
町
長
施
政
方
針
テ
ー
マ
で
あ
る
「
共

創
・
協
働
」
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
役
割
は
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ち
の
魅
力
を

高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
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　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

答答

　中
村
町
長

早急に携帯電話不感地域の解消を

５年度事業で基地局

　　　　　　３局を整備予定

問問

情
報
化
推
進
計
画

問問

携
帯
電
話
エ
リ
ア
拡
大

問問

携
帯
電
話
整
備
事
業

問問

定
住
率
向
上
へ
の
提
案

問問

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

問問

た
っ
た
も
カ
ー
ド

問問

行
政
ポ
イ
ン
ト
の
活
用

問問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

町政のここが聞きたい

にちなん議会だより　令和５年５月発行　No.171

町事業で設置した基地局（鬼林山）

岩﨑昭男 議員

問問

答答



の
状
況
下
に
お
い
て
は
厳
し
い
と
考

え
る
。

　
制
度
改
正
に
よ
る
変
更
点
は
。

　
障
害
者
手
帳
保
持
者
及
び
要
支
援
、

要
介
護
認
定
者
で
自
動
車
免
許
を
保

有
し
な
い
住
民
税
非
課
税
の
方
を
対

象
に
、
移
動
に
か
か
る
タ
ク
シ
ー
料
金

の
内
、
片
道
５
０
０
円
を
超
え
た
額

｟
５
千
円
上
限
｠
を
年
間
８
回
ま
で
助

成
す
る
。
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町
長
の
施
政
方
針
で
は
、
国
の
防
衛

費
が
約
７
兆
円
と
あ
る
。
過
去
最
高
の

予
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

　
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
、
政
府
の
方

針
は
理
解
し
て
い
る
。
但
し
予
算
や
財

源
確
保
は
十
分
な
議
論
と
国
民
に
丁

寧
な
説
明
を
求
め
る
。

　
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
位

置
付
け
を
、
５
月
８
日
か
ら
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
引
き
下
げ

る
方
針
で
あ
る
が
、
日
南
病
院
の
医
療

体
制
は
十
分
に
整
っ
て
い
る
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
基

本
的
な
対
応
は
、
日
南
病
院
に
お
い
て

は
こ
れ
ま
で
通
り
の
医
療
体
制
で
対

応
を
行
う
。

　
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
重
要
で
あ
る
が
、
継
続

の
見
通
し
は
。

　
鳥
取
県
の
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
３

月
末
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
が
、
４
月

以
降
も
継
続
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

①
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
財
政
調

整
基
金
を
使
い
、
物
価
高
騰
対
策
を

急
ぐ
べ
き
だ
。

②
肥
料
の
高
騰
対
策
の
申
請
状
況
は
。

①
令
和
５
年
度
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
に
つ
い
て
、
明
確
な
も
の
は
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
町
内
の
経
済
動
向
を

注
視
し
、
物
価
高
騰
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

②
申
請
状
況
は
２
月
28
日
現
在
、
秋

肥
分
10
件
、
春
肥
分
40
件
程
度
を
受

け
付
け
て
い
る
。

①
議
会
は
「
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付

金
に
関
す
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
し

た
が
、
そ
の
後
の
対
策
は
。

②
基
金
を
活
用
し
て
、
町
が
一
時
農

家
か
ら
買
い
上
げ
て
販
売
す
る
日
南

版
「
食
料
管
理
制
度
」
の
創
設
を
提
案

す
る
。

①
制
度
の
見
直
し
に
向
け
て
町
か
ら

も
要
望
を
し
て
い
る
。
政
府
は
全
国
の

意
見
集
約
な
ど
し
て
ル
ー
ル
の
具
体

化
な
ど
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

②
現
在
の
コ
メ
の
価
格
は
市
場
価
格

で
流
通
し
て
い
る
。
町
内
の
販
売
は
概

ね
相
対
取
引
５
割
、
JA
出
荷
４
割
、
自

家
用
米
１
割
が
実
態
と
思
わ
れ
る
。
こ

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　町

　長

答答

物価高騰対策を急ぎ

　　　　　暮らしを守れ

経済動向を見ながら　

　必要な対策に取り組む

問問

大
軍
拡
予
算

問問

タ
ク
シ
ー
助
成

問問

新
型
コ
ロ
ナ
﹁
5
類
﹂

へ
の
移
行

問問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

問問

物
価
高
騰
対
策

問問

持
続
可
能
な
農
業
再
生

一般質
問

一般質
問
答答と問問

問問

答答

久代安敏 議員

過去10年の作付面積とコメの販売単価

0
100
200
300
400
500
600
700
800

作付面積 コシヒカリ仮渡金（袋/30㎏）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

782.0 768.8 764.5 755.2 736.2 736.9 739.1 735.4 728.8 718.8
700

800
4,000

5,000

6,000

7,000
6,000

4,600
5,400

6,000

6,750
6,950 7,050 6,850

5,300

5,670

単位:円単位:haる
べ
き
で
は
。

　
現
状
の
分
析
内
容
が
確
実
で
は
な
い

の
で
数
値
目
標
は
定
め
て
い
な
い
。
修

正
、
見
直
し
を
議
論
し
て
い
く
。

　
ご
み
減
量
の
具
体
化
を
進
め
る
た
め

に
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

を
見
直
し
、
そ
の
上
で
大
型
ご
み
処
理

施
設
の
基
本
構
想
も
見
直
し
て
は
。

　
町
の
計
画
を
再
点
検
す
る
。
大
型
ご

み
処
理
施
設
の
基
本
構
想
も
再
点
検

を
含
め
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
町
が
任
用
す
る
隊
員
に
つ
い
て
、
協

力
隊
終
了
後
の
職
を
考
え
て
は
。

　
３
年
後
の
仕
事
を
最
初
か
ら
決
め
る

の
で
な
く
本
人
の
意
向
を
聞
き
な
が

ら
進
め
て
い
く
。
町
と
意
向
が
合
致
す

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
作

る
。

　
活
動
の
幅
を
広
げ
る
た
め
、
町
が
任

用
す
る
隊
員
の
副
業
を
認
め
て
は
。

　
定
期
的
な
副
業
も
含
め
、
現
在
で
も

内
容
を
吟
味
し
認
め
て
い
る
。
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建
設
候
補
地
の
自
治
連
合
会
か
ら

撤
回
を
求
め
る
要
望
書
が
米
子
市
に

提
出
さ
れ
て
い
る
が
。

　
そ
う
い
う
こ
と
も
乗
り
越
え
て
ど
こ

か
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
０
１
６
年
に
停
止
し
た
西
部
広
域

行
政
管
理
組
合
の
灰
溶
融
施
設
｟
エ
コ

ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
｠
の
建
設
、
維
持
管

理
費
と
そ
の
日
南
町
負
担
額
は
。
ま
た
、

ス
ラ
グ
な
ど
の
販
売
収
入
は
。

　
建
設
、
維
持
管
理
費
は
総
額
90
億
６

千
万
円
で
日
南
町
の
負
担
額
は
３
億
６

千
万
円
、
収
入
は
６
５
０
万
円
で
あ
る
。

　
巨
額
の
税
金
を
投
入
し
な
が
ら
11
年

間
し
か
使
わ
な
か
っ
た
原
因
は
。

　
処
理
量
の
減
少
と
施
設
の
修
繕
費
の

増
加
で
処
理
単
価
が
急
増
し
た
た
め
。

　
現
在
西
部
広
域
で
進
め
て
い
る
大
型

ご
み
処
理
施
設
の
基
本
構
想
は
、
温

暖
化
ガ
ス
排
出
抑
制
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
な
ど
近
年
の
環
境
問
題
を

取
り
入
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は

エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
早
期

停
止
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

　
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
間
違
っ
て
い
な

い
。
法
律
の
中
で
や
っ
て
い
く
。

　
大
型
ご
み
処
理
施
設
の
基
本
構
想
に

最
終
処
分
場
の
濃
縮
水
処
理
施
設
の

費
用
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

　
基
本
構
想
に
随
時
変
更
点
も
あ
る
。

そ
れ
に
伴
い
必
要
な
費
用
も
あ
る
。

　
最
終
処
分
場
を
延
命
さ
せ
る
た
め
に

も
ご
み
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。
グ
リ

ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画
で
、
１
人
あ
た
り

の
ご
み
排
出
量
の
数
値
目
標
を
定
め

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　実
延
総
務
課
長

西部広域の大型ごみ処理施設

　　　　　基本構想の見直しを

再点検を含めながら検討する

問問

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

問問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住

問問

隊
員
の
副
業

濃
縮
水
処
理
施
設

問問

ご
み
排
出
量
の
数
値
目
標

問問 問問

早
期
停
止
の
原
因
は

問問

大
型
ご
み
処
理
施
設

基
本
構
想

問問

ご
み
処
理
施
設
候
補
地

問問

エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー

短期間で閉鎖されたエコスラグセンター

町政のここが聞きたい

にちなん議会だより　令和５年５月発行　No.171

問問

答答

岡本健三 議員
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委 員 会 の 活 動 報 告

総務教育常任委員会

　　合い言葉などを決めて一体制を持たせる
　　とあったが、どのような内容か。

　　目指す子供像として、「主体性」「つな
　　がり」「夢」の三つを合言葉にした。

　　協議会の役割として、教職員の任用に対
　　して教育委員会に意見を述べることが出
　　来るとあるが。

　　今年度は意見がなかった。

　　意見はいつ頃までにすればいいか。

　　10月頃までに意見があれば反映できる
　　と思っている。

　　2月27日開催の協議内容は。

　　あいさつ運動をどのように進めて行くか
　　を協議した。

　　学校現場で「よく遊び、よく学び、思い
　　やりのある子供に」を出来ているのか。

　　人とのつながり、地域とのつながりを大
　　切にと思っている。

　　コロナが2類から5類へ移行するが、学
　　校としてどのような対応をしていくのか｡

　　現在検討しているところだが、入学式か
　　ら来賓出席も従来通りする予定である。

経済福祉常任委員会 ３月16日

３月16日

　令和4年度よりスタートした学校運営協議会の活動実績と来年度に向けた取り組みの報告を受
けた。協議会の開催予定6回に対し5回行い、6回目は3月20日に「来年度の取り組み案の協議と
学校経営方針の承認」をテーマに実施する予定であるとの報告を受けた。

除雪状況について（建設課）除雪状況について（建設課）

②除雪作業中の事故発生報告
　事故発生日 : 1月25日(水) 
　□三栄地内で5tドーザが転落横転
　　・運転手に怪我はなかったが、車両が自走不能と
　　　なり修理が必要となった。
　　・修繕費は保険を適用し、完了は 3 月中頃の予定。
　　・今後の対応としてスノーポールの設置を徹底し、
　　　再発防止に努める。

　□茶屋地内でグレーダーが脱輪
　　・運転手に怪我はなかったが、車両が走行不能と
　　　なった。
　　・車両の損傷はなし、道路の損傷については請負
　　　事業者が補修を行った。

①除雪委託料集計

除雪車両　　
　町(30）借り上げ(20)   県(15)  合計65台

県道除雪

182,000

180,146

町道除雪

126,000

106,733

合　計

308,000

286,880

（千円）

予算額(補正額含む)

支払い見込額

学校運営協議会（教育委員会）

問問

問問

問問

答答

答答

答答

問問

問問

問問

答答

答答

答答
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中心地域整備について(企画課)

　中村町長から中心地域整備の今後の方針に

ついて説明を受ける。

・２ヶ年をかけて中心地域整備計画をまとめる

・これまでの経緯と平成30年に行ったアン

　ケートの検証と検討　　

・ワークショップの開催

　学生による住まいに関するアンケート報告

を受ける。（アンケート内容）

Q. 専用の宿舎は必要ですか。

A. 必要７人、必要なし７人

Q. 建築場所は。

A. 生山・霞地内５人、多里地内５人

Q. 宿舎に求めることは。

A. 家賃が安いことを望む声が圧倒的に多い。

　　

１. 委員会の経過

　　令和3年6月22日に設置された本委員会は、11回の委員会を開催し住宅環境調査に基づき、

　有効的な住宅政策の在り方について鋭意検討を行った。

２. 調査内容

　　・公営住宅の入居状況と入居条件及び住宅の実態調査。

　　・一般社団法人山里Loadにちなん設立の経緯、現況と問題点。

　　・民間活用住宅整備事業計画（PFI住宅実施計画）について、場所、進捗、今後の方針。

　　・林業アカデミーの学生専用住宅整備について。

３. 調査結果

　　一般社団法人山里Loadにちなんは、観光対策、移住定住のアンケート実施、空き家活用の

　先進的事例等を参考に方針を示されている。関係人口の増加は本町の重要課題であるの

　で、取り組みに期待する。

　　民間活用住宅（PFI住宅）整備においては、令和4年5月23日の募集締め切りに参加表明が

　なかった。今後は、民間事業者のリスクが低いとされるBTO方式で募集を続けると報告があ

　り、特定公共賃貸住宅を望む声も多い現状から、公募を行いながら情勢を見極める。

　　林業アカデミーの学生専用住宅整備は、住宅需要の多様性を勘案してアカデミー限定の学

　生専用住宅建設の必要性はない。空き家を含め公営住宅等への入居を勧めながら、町全体を

　網羅した計画であるべきと意見集約した。

　　中村町長は本委員会において、今後2ヶ年をかけ中心地域整備計画をまとめるため、これま

　での経緯と平成30年に行ったアンケートの検討、ワークショップの開催を行うと発言された｡

　　住宅政策及び中心地域の活用は短期に決する事案でなく、動向を注視し英知を出し合うこ

　とが必要であるとの意見が多く出されたことを申し添えて、本委員会での調査を終了する。

林業アカデミーの住宅整備について(農林課)

住宅政策及び中心地域調査特別委員会 ２月13日

本委員会の調査結果について、3月24日の本会議において特別委員会委員長（近藤仁志）が

報告をしました。（要旨）

住宅政策及び中心地域調査特別委員会報告書
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全員協議会全員協議会
所
管
各
課
か
ら
、
報
告
事
項

や
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

１
月
19
日

◆
個
人
情
報
保
護
条
例

　
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
制
定
に

関
す
る
協
議
。

◆
グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画

　
４
年
度
策
定
の
環
境
基
本

計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
説
明

を
受
け
た
。

　
年
度
末
に
策
定
の
予
定
。

◆
小
児
科
外
来

　
５
年
度
か
ら
日
野
郡
内
の
公

立
病
院
・
診
療
所
に
共
同
で
採

用
し
、
日
南
病
院
に
週
２
日
勤

務
予
定
だ
っ
た
小
児
科
医
師

が
、
鳥
大
病
院
の
都
合
に
よ
り

配
置
で
き
な
く
な
っ
た
。

２
月
２
日

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
５
年
度
採
用
予
定
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
起
業
型
、
イ
ン
タ
ー
ン
型

や
農
業
研
修
生
等
と
し
て
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

｟総
数
22
人
｠を
行
う
。

◆
養
豚
場
新
規
経
営
者

　
養
豚
場
の
新
た
な
経
営
者
が

フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
｟
株
｠
に
決

定
し
、
前
会
社
か
ら
土
地
・
資

産
を
引
き
継
い
だ
。

　
具
体
的
な
事
業
計
画
は
未

定
。

◆
集
会
所
支
援
交
付
金

　
町
内
の
自
治
会
、
集
落
が
管

理
す
る
集
会
所
の
運
営
費
を

支
援
す
る
た
め
、
５
年
度
か
ら

一
集
会
所
当
り
月
額
２
千
円

を
交
付
す
る
。

◆
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
地
域

パ
ー
ト
ナ
ー

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
な
ど

に
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、

町
の
取
組
み
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
事
が
で
き
る
マ
イ
ン
ク
ラ

フ
ト
の
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
締
結
す
る
。

◆
障
が
い
者
等
外
出
支
援

　
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
に
伴
い
、
高
齢
者

等
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
に
変
え

て
５
年
度
か
ら
障
が
い
者
・
要

支
援
要
介
護
認
定
者
に
対
し

て
タ
ク
シ
ー
料
金
等
の
助
成
を

行
う
。

◆
個
人
情
報
保
護
条
例

　
現
行
の
個
人
情
報
保
護
条

例
を
廃
止
し
て
、
国
の
法
律
に

基
づ
い
た
新
た
に
個
人
情
報

保
護
法
施
行
条
例
を
制
定
す

る
。

◆
西
部
町
村
情
報
保
護
特
別

会
計

　
西
部
町
村
が
共
同
で
設
置

し
て
い
る
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
の
運
営
を
行

う
た
め
の
特
別
会
計
事
務
を

５
年
度
か
ら
２
カ
年
、
日
南
町

で
行
う
た
め
に
特
別
会
計
条

例
を
改
正
す
る
。

３
月
20
日

◆
工
事
請
負
契
約
の
解
約

　
町
道
上
坂
線
｟
三
吉
｠
の
舗

装
修
繕
工
事
に
つ
い
て
、
４
年

11
月
に
業
者
と
請
負
契
約
を

交
わ
し
た
が
、
そ
の
後
町
と
地

元
と
の
調
整
が
遅
れ
て
い
た
。

計
画
ど
お
り
の
工
事
が
出
来

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
業
者

か
ら
解
約
を
申
し
入
れ
さ
れ

解
約
し
た
。

　
今
後
工
事
内
容
を
再
検
討

し
、
改
め
て
工
事
発
注
す
る
。

◆
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
基
金
の
処
分
に
つ
い
て
、

発
電
事
業
の
運
営
経
費
に
充

当
で
き
る
よ
う
条
例
改
正
す

る
。

◆
広
報
紙
へ
の
広
告
掲
載

　
自
主
財
源
確
保
の
一
環
と
し

て
、
広
報
に
ち
な
ん
に
有
料
広

告
を
掲
載
す
る
。

◆
規
則
の
一
部
改
正

　
課
設
置
条
例
改
正
に
伴
う
、

行
政
組
織
規
則
と
教
育
委
員

会
事
務
局
組
織
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正
の
内
容
説
明
。

３
月
24
日

◆
専
決
処
分

　
国
の
法
改
正
に
伴
い
、
税
条

例
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
剤

条
例
を
改
正
す
る
専
決
処
分

を
４
月
１
日
に
行
う
。

◆
選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
の
配
布
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
新
聞
折
り
込

み
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

お
よ
び
希
望
者
へ
の
個
別
配

布
と
す
る
。

地域活動の拠点・集会所
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財
産
の
取
得

取
得
財
産
の
内
容

　日
南
町
印
賀
字
二
部
山

33
番
の
土
地

　
　73
・
９

　

契
約
の
相
手
方

　日
南
町
宝
谷
１
３
４
３

番
地　井

上 

輝
之
外
36
名

　
　
　

(

二
部
山
地
主
会)

取
得
予
定
価
格2

6
0
0
万
円

日
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　特
定
非
営
利
活
動
法
人

﹁
ハ
ー
モ
ニ
ィ
カ
レ
ッ

ジ
﹂
に
対
し
て
支
出
さ
れ

た
寄
付
金
を
、
個
人
町
県

民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

の
対
象
と
す
る
期
間
を

﹁
令
和
９
年
12
月
31
日
ま

で
﹂
に
更
新
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

・
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
　6
5
5
万
円

　あ
か
ね
の
郷
ボ
イ
ラ
ー

更
新
工
事
に
伴
い
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金

第
１
回 

臨
時
会

令
和
５
年
１
月
19
日

・
母
子
父
子
福
祉
事
務

　
　
　
　
　2
0
1
万
円

　妊
娠
届
出
や
出
産
届
出

を
行
っ
た
妊
婦
等
に
対
し
、

経
済
的
支
援(

計
10
万
円)

を

実
施
。

対
象
者
：
令
和
４
年
４
月

以
降
に
出
産
さ
れ
た
方

・
道
路
維
持
管
理
事
業

　
　１
億
３
７
０
０
万
円

　町
道
・
生
活
道
及
び
県

道
除
雪
委
託
の
実
施
見
込

み
の
増
。

議
会
活
動
報
告

ha

　
　
国
の
出
産
子
育
て
応
援
交

付
金
の
説
明
を
。

　
　
こ
の
応
援
交
付
金
は
義
務

で
は
な
い
が
県
内
全
市
町
村
で

取
り
組
み
予
定
。

　
妊
娠
届
時
に
５
万
円
、
出
産

時
に
５
万
円
を
現
金
で
支
払
う
。

｟
20
人
を
予
定
｠

　提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
多
く
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

も
っ
と
く
わ
し
く

　
　
　
質
疑
応
答

　
　
単
発
的
事
業
か
、
継
続
性

を
考
え
た
事
業
か
。

　
　
国
や
県
の
支
援
の
中
で
行

う
も
の
。

　
　
あ
か
ね
の
郷
の
ボ
イ
ラ
ー

の
稼
働
は
い
つ
か
ら
。

　
　
平
成
17
年
の
施
設
建
設
当

初
か
ら
。

　
　
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
に

あ
た
っ
て
環
境
負
荷
も
考
慮
さ

れ
た
か
。

　
　
既
存
の
形
を
整
え
る
方
向

と
し
た
が
、
今
後
は
脱
炭
素
に

向
け
た
検
討
を
す
る
。

　
　
二
部
山
の
面
積
が
全
員
協

議
会
の
説
明
は
1
3
6
　
だ
っ

た
が
73
　
に
減
っ
て
い
る
。

　
　
73
　
は
登
記
簿
上
の
面
積
、

実
測
面
積
は
1
3
6
　
。

　
　
全
筆
保
安
林
か
。

　
　
放
牧
地
や
牛
舎
が
一
部
解

除
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
部
解
除
地
は
雑
種
地
と

し
て
課
税
す
べ
き
で
は
。

　
　
税
法
上
適
切
な
処
置
を
し

て
対
応
し
た
い
。

　
　
土
地
開
発
基
金
残
高
は
。

　
　
約
３
億
３
０
０
０
万
円
。

ha

ha

ha

ha

問問答答

問問答答

問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問答答問問答答

町内の畜産農家による放牧利用

 
２
月 

２
日

　全
員
協
議
会

13
日

　住
宅
政
策
及
び
中
心
地
域

　
　
　整
備
調
査
特
別
委
員
会

24
日

　議
会
運
営
委
員
会

 

３
月 

２
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　︵
一
般
質
問
ほ
か
︶

　

３
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　︵
一
般
質
問
︶

　

６
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

７
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

８
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

９
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

20
日

　住
宅
政
策
及
び
中
心
地
域

　
　
　整
備
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　全
員
協
議
会

24
日

　３
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　全
員
協
議
会

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

 

４
月 

６
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

 

５
月 

９
日

　全
員
協
議
会

12
日

　臨
時
会

　
　
　全
員
協
議
会

16
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会
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山本　芳昭（63才 4回）

櫃田　洋一（57才 2回）

近藤　仁志（70才 3回）

荒木　博（66才 4回）

荒金　敏江（74才 1回）

岡本　健三（53才 2回）大西　保（71才 3回）

　日南町議会は新議員２人が加わり、５月12日改選後初の臨時
議会を開催。各議員に抱負と町の魅力を聞きました。
　町民の声に耳を傾け、抱負に込めた思いを行動へと展開して
まいります。  愛と熱血  愛と熱血 

町民の声がエネルギー
町民の声がエネルギー馬

鹿
者
の 

あ
す
へ
の
提
言 

熱
意
込
め

活
か
し
ま
す 

町
民
の
声
を 

町
政
に

おいしいお米にホタルの乱舞
ファン募集

花鳥風月 都会に無いものがここ
にある

不便さもあるが、住みやすいまち
日南町

住
み
や
す
い 

経
済
福
祉 

活
性
化

芝生の上で家族や仲間たちとオート
キャンプ場・・・ゆきんこ村・・・

困
り
ご
と 

素
早
く
動
く 

議
員
活
動

皆
の
声 

し
っ
か
り
聞
い
て 

ス
カ
ッ
と
解
決
！

豊かな自然の恩恵に包まれた
温かな人々の優しさ

生物と資源の宝庫＝豊かな里山
が夢を育む町

全
世
代
が 

暮
ら
し
に
希
望 

も
つ
町
を

福祉充実と女性活躍の歩み
を引き継いで

老い・若き 声を届けて 暮らし守る

住んでよし 暮らしてよし災害の少
ない日南町

皆さんの 声をよく聞き 町政に

老いも若きも手つなぎ この町変え
へる議員たらむ

初
議
会 

新
時
代
に
向
か
い 

い
ざ
挑
戦

久代　安敏（67才 7回）

岩﨑　昭男（64才 2回）

高橋　洋志（64才 1回）

農・林業で所得拡大に向け企
画、立案。

畦
み
ち
に
腰
居
ろ
し
喰
む
自
由
と
平
和

10レンジャーわれら
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

　こ
の
度
、
議
員
の
改
選
に
よ
り
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
広
報
常

任
委
員
会
の
副
委
員
長
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
会

だ
よ
り
第
171
号
の
広
報
は
途
中
よ
り

引
き
継
い
だ
形
で
編
集
、
発
行
に
な

り
ま
し
た
。
︵
議
員
自
ら
８
回
会
議

を
行
い
校
正
作
業
等
、
自
主
製
作
活

動
に
ビ
ッ
ク
リ
︶
議
会
広
報
常
任
委

員
会
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
皆
様

に
よ
り
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
を
発
行

し
て
い
け
る
よ
う
研
鑽
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　農
繫
期
を
迎
え
、
何
か
と
忙
し
い

中
、
熱
中
症
等
に
留
意
さ
れ
、
ど
う

か
無
災
害
に
て
、
実
り
の
秋
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　洋
志

　記

発
行
責
任
者

　
　
　議

　
　長

　山
本

　芳
昭

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　委

員

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　高
橋

　洋
志

　
　
　委

　
　員

　荒
金

　敏
江

　
　
　
　
　〃

　　
　岩
﨑
　昭
男

　
　
　
　
　〃

　　
　大
西

　
　保

　
　
　
　
　〃

　　
　近
藤

　仁
志

編

集

後

記
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インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
生
い
立
ち
は

　生
ま
れ
は
岐
阜
県
関
市
で
高
校
卒
業

ま
で
過
ご
し
て
、
大
学
で
鳥
取
に
き
ま

し
た
。

　当
時
テ
レ
ビ
番
組
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ

な
ど
で
砂
漠
緑
化
の
こ
と
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
野
で
有
名
な
鳥

取
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　も
と
も
と
自
然
が
好
き
で
、
日
置
教

授
の
門
を
た
た
き
ま
し
た
。

な
ぜ
日
南
町
に
就
職
を

　日
南
町
と
交
流
の
あ
る
教
授
の
関

係
で
活
動
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
サ
ク

ラ
ソ
ウ
の
自
生
地
を
見
て
回
っ
た
時

に
、
〝
自
然
を
守
る
〟
と
い
う
の
は
地

域
の
方
の
努
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
の
に
高
齢
化
で
こ
の
ま
ち
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
ま
ず
、
地
域

を
活
性
化
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
中
山
間
地
の
産
業
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
日
南
町
が
F
S
C
の
認
証
を

目
指
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
南
町

役
場
で
働
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
役

場
時
代
は
、
林
政
室
で
３
年
間
町
有
林

の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
外
青
年
協
力
隊
へ

　植
林
の
普
及
業
務
で
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

へ
２
年
間
行
き
ま
し
た
。

　受
け
入
れ
側
も
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
手
探
り
状
態
の
活
動
で
し
た
。

他
国
か
ら
来
ら
れ
た
調
査
に
協
力
し
た

り
、
職
場
の
業
務
改
善
を
し
た
り
日
々

新
鮮
で
し
た
。
苗
畑
を
作
る
シ
ス
テ
ム

を
普
及
さ
せ
た
の
が
置
き
土
産
と
な
り

ま
し
た
。

　食
事
は
合
わ
な
く
て
体
重
が
10
㎏
く

ら
い
減
り
不
満
は
こ
れ
だ
け
で
し
た
。

　温
暖
で
気
持
ち
の
良
い
気
候
で
同
じ

地
域
に
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
人

だ
け
居
て
、
１
店
だ
け
あ
る
Ｂ
ａ
ｒ
に

月
２
回
ビ
ー
ル
を
飲
み
に
行
く
の
が
楽

し
み
で
し
た
。
浜
辺
の
テ
ラ
ス
で
飲
む

ビ
ー
ル
が
今
ま
で
の
人
生
の
中
で
最
高

で
、
こ
れ
以
上
の
ビ
ー
ル
は
今
ま
で
に

な
い
で
す
。

再
び
日
南
町
へ
戻
っ
て
思
う
こ
と

　林
業
従
事
者
の
技
術
が
益
々
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
昔
は
、
林

業
＝
自
然
破
壊
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
後
は
﹁
林
業
﹂
を
や

っ
て
い
る
人
が
自
然
を
守
っ
て
い
る

　

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
林
業
が
木
材
生
産
だ
け

で
な
く
、
観
光
な
ど
の
他
の
産
業
に
も

影
響
し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

環境林での授業

　
　
　

髙
木

　康
平
さ
ん
︵
生
山
︶

こ
う
へ
い

た
か
ぎ


